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本研究により、飲料水の経口投与による骨量改善効果が認められたことから、In vitro のみならず In vivo実験双
方における茶カテキンの骨代謝調節制御が明らかとなり、ヒト試験への応用展開につながる基盤研究の一つになる
可能性が示唆された。 
また、低分子 β-グルカンは、TLR2リガンドとの競合結合によるTLR2シグナルの制御、または β-グルカンの
受容体であるデクチン-１ に結合し、TLR2シグナル経路の阻害作用を引き起こす可能性が示唆された。 
〈考察〉 
本研究成果から、異なる構造骨格を有するカテキンおよび多糖類が、骨代謝において同様の炎症性骨吸収抑制作用
を有すること、さらにグラム陽性細菌由来のTLR2シグナル経路に対し制御作用を持つことが示唆された。今後、
これら機能性成分の作用点を解明すると共に、構造活性相関や骨格構造の異なる機能性成分の組合わせ摂取による
治療・予防効果の評価が期待される。 
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